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意義素について
(1)
自動詞 ・他動詞の意味的特徴(以上既に掲載)
X自 動詞 ・他 動 詞 の意 味 的特 徴(承 前)
〔一状態的〕を表わす動詞が終止形で用い られ ると,未 来の 〔動作 ・作用〕
を示すな らば,現 在のそれを 示すには どのように して 表わされ るであろ う
(2)
か。例 えば,前 記 のAは
1.彼 は英語 を読 んでいる。
2.い い音楽 を聞 いてい る。
3.富 士山を見 てい る。
の よ うに派生辞 「一 てい る」を付加 して表 わす のが普通であ る。 この派生辞
が,動 詞 の意味 と用法に重要 な機能 を 果 してい ることに 着 目 して,金 田一
(1)r人文研究』第48輯(小樽商科大学人文科学研究会,1974年9月)49-67頁.
(2)角f∫掲書,66頁.
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くの
春彦氏は動詞を次のように4種 に分類 した。
(イ)状態動詞,「一 てい る」の形 を もたない。例,あ る ・い る ・で きる ・
泳げ る,等 。
(ロ)継続動作動詞,「一 てい る」 の形を もち,動 作 の進行を表 わす。例,
書 く ・歩 く ・走 る ・降 る,等 。
の 瞬 間動作動詞,「 一 てい る」 の形 を もち,動 作の完了後 の状態を表
わす。例,始 まる ・終 る ・死ぬ ・結婚す る,等 。
←)状 態 を帯び る意 味の動詞,常 に 「一 てい る」の形で使われ,あ る状
態 にある ことを表 わす。例,似 る ・聾 え る ・才気 走 る,等 。
この分類 と自動詞 ・他動詞の関係をみると,上 記(イ)と←)は殆んど例外な
く自動詞であ り,(ロ)との は 自動詞 と他動詞の両方を 含んでいるが(ロ)は大
多数が他動詞で ㊨ は自動詞が多い。 この(ロ)との に属す る動詞の中で 〔動
作 ・作用の完了後の状態〕を表わす場合に 「一てある」を付加 して用い られ
る動詞が他動詞である,と 見倣す ことができるであろ う。勿論,全 ての他動
詞に 「一てある」が適用 されるわけではないが,大 部分の動詞は自 ・他に区
別で きる。
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ポス ターが破れてい る。
ポス ターを破 ってある。
上記 の各例で 上が 全 て 自動詞で 「一 てい る」 を 付加す る ことに よって 〔動
(3)金田一春彦,`国語動詞の一分類'日 本言語学会編 『言語研究』第15号(昭和
22年)48絡3頁.
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作 ・作用の現在の状態〕が表わされてお り,下は他動詞で 「一 てある」を付
加す ることによって,〔動作 ・作用の完了後の状態〕を 表わ している,と 考
えられ る。
動詞が表わす意味的特徴に,行 為者の意志で制御できる動作 ・状態 とでき
ないものがある。 これを 〔自制的〕で表わす。例えば,
(1)彼女 は坂道 を歩 く。
(2)彼女は溝に落ちる。
(3)彼女は動 く。
を検 討す ると,(1)は行為者 が 自分 の意志 と力で 動作す る,と 理解で きるの
で 〔+自制的〕で 表 わす ことが で き,(2)は行為者 の意志 に関係 な く,例 え
ば,誰 かに押 されて,動 作が な され る場 合で,こ れは 〔一 自制的〕で表わす
ことがで きる。(3)は二通 りの意味に解釈 で きる。 つ ま り,一 つは行為者が
自分の意志 で動 く場合で,他 は,行 為者 の意志に よ らず,他 か ら何 らか の
はた らきかけが あって,自 分 の力に よらないで動 く場合であ る。従 って 「動
く」 とい う動詞は 〔±自制的 〕 と表わす ことがで きる。ただ し,動 詞 は用法
に よって 〔一 自制的〕を表 わ した り,〔+自 制的 〕を表 わ した りす る。 また,
物理 的な変化 を表 わす動詞 は主 と して非情物 を主体 とす るものが多 く,こ の
場 合の 自動詞は 〔一自制的 〕であ る。 ところが,同 じ現象で非情物を主体 と
してい う場合に,自 動詞 で 〔一自制的〕であ って も,そ の現象をひ きお こ し
た人間の動作 と して表現すれ ば,他 動詞 とな り 〔+自制的 〕に なる ことが多
い 。
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上記各例で 上が 自動詞で 〔一自制的 〕,下 が他動詞 で 〔+自制的〕 と表わす
ことが できる。 しか し,他 動詞が全 て 〔+自制的〕ではない。例 えぽ,
受験 生を半分落 と した。
は 〔+自制的〕であ るが,
お金を落 と した。
は 〔一自制的〕であ る。 また,
英語の単位を落と した。
は行為者の意志 に反 した結果にな るが,こ れ も 〔一 自制的〕 といえ るであ ろ
う。 この よ うに動 詞に よっては最初か ら 〔自制的 〕のどち らか一方に決 って
(4)
い るもの と,主 体や文脈に よって,ど ち らにで もな り得 るものがある。
刈 表 現 法 の い わ ゆ る 「ゆれ 」 の 問題
動詞の自 ・他の対立に関する問題を検討す ると,そ の用法の 「ゆれ」がみ
られ る。 例えば,「一す ることができる」 とい う意味を表わす表現,い わゆ
る可能形,で
「この りん ごは青いけ ど食べ られる」
「この りんごは青いけど食べれ る」
の両方が現在併用されている。丸谷才一氏は 「食ぺれ る」は誤用である,と
くの
きめつけているが,い ろいろ議論 されなが らも,二 つの用法が数十年間続け
(6)
て 用 い られ て い る と い う 事 実 を 無 視 す る わ け に は い か な い で あ ろ う。 こ の
(4)〔状 態 的 〕(Stative)と〔自制 的 〕(Self-controllable)につ い て はS.Kuno・
TheStructureoftheJapαneseLanguage,(MITPress,1973)PP.136-150.を
参 照.
(5)丸谷 才 一,『 日本 語 の た め に 』(新 潮 社,昭 和49年8月)166頁.
(6)昭和18年6月 に 発 行 の 『日本 語 』(日 本 語 教 育 振 興 会,第3巻,第6号)の 中
で`現 代 語 の反 省 と醇 化 の た め に'と 題 して相 島 敏 雄 氏 が 「出 来 る とい ふ意 味 の*
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問題は可能の助動詞 「れ る,ら れる」 と受身の助動詞 「れる,ら れ る」 との
関連で 考えて いかなければならないが,深 く立ち入るには 稿を改めなけれ
ばならない。ただ,「食べ られる」「食べれる」を使い分けているとした ら,
可能表現 としては 「食べれ る」,受身表現 として 「食べ られ る」を用いて 区
別 しようとい う意識がはた らいているかも しれない。将来 「食べ られ る」 と
「食べれ る」が 使い分け られ るかどうか 判断 しかねるが,も し,可能表現で
「食べれ る」が 次第に増加す るとした ら,そ れは表現形式の単一化への過程
にあるもの と考えることができるであろ う。
また,「会 う」の他動詞形は 「会わす」か 「会わせ る」か,と い う問題 も
前述の 「食べれる」「食べ られ る」に類する点がある。
「彼女を人に会わす」
「彼女を人に会わせる」
の両方が用い られてい るよ うであ る。 「会わす」は もと 「会 はす」 と書かれ
古 い形 であ るが,本 稿では,上 例 の よ うに二通 りの表現法が ある場 合は,前
者,つ ま り,「会わす」の形を とることに よって両者 の代表形 とす る。 これ
は代表 形の方 が正 しい と見傲すか らではな く,単 に,前 記Wで 述べ た派生構
造 の一 つの型 に属す るとい う理 由だけであ る。二つ の表 現法が併用 され てい
る場合は,そ の時期に,い わゆ る,「ゆれ」 の現象 を示 しているのであ って,
正用,誤 用 の問題 ではない,と 考え られ る。従 って,ど ち らか の用法が誤用
*場合 「られる」といふべきところを 「れる」といふ人が相当多く,しかも知識人
の書いたものにまで屡々このやうな用法が現れる.」と指摘している.なお,「食
べられる」「食べれる」に類する問題の検討については,今泉義忠,`こんな傾向
がある'『国文学解釈と鑑i賞』205号,特集 ・現代語とは何か(至文堂,昭和28
年9月).中 村通夫,`「来れる」「見れる」「食べれる」などという言い方につい
ての覚え書'r金田一博士古稀記念 言語 ・民俗論叢』(三省堂,昭 和28年5月)
579-594頁.等にす ぐれだ考察があり,宇野義方,`「食べ られる」か 「食べれる」
か一可能表現と受身表現一'『新 ・日本語講座2日 本文法の見えて くる本』(汐
文社,昭 和50年3月)33-45頁では,この問題についての多くの研究を紹介しな
がら洞察力に富んた見解が述べられている.「食べられる」「食べれる」の問題に
ついては小樽商科大学教授 目黒士門氏か ら有益な指摘を受けた.記 して感謝の意
を表する,
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であ る,と きめつけ るのはゆき過 ぎであろ う。 もし二つの表現法が一般に容
認 されているとして,あ えて正 しいかどうかを決めるとした ら,両方が正 し
い用法 とみるのが妥当であろ う。われわれの言葉づかいの実際 とそれに関す
る意識や反省とは,必 ず しも一致 しない場合が多い。言葉づかいに対する価
値判断を問題にす る場合は,多 くの人の意見や考え方が重要であるが,あ る
表現が一般に用い られ,そ れが認め られているか どうか,と い うことも重要
であろ う。
皿 動詞の意味的特徴の変化
国語動詞の 自 ・他 の対立を語構成 を中心に して,そ の派生構造 を前記Wで
検討 し,概 略,A,B,Cの 三 つに分類 したが,こ の派生構造 が,現 在用い
られ てい る動詞 の語形 と関係があ る。 その一つ は,も と語幹に動詞 の終止形
接尾辞`-U'を 付加 して用い ていた他動詞が,現 在で は,語 幹 と終止形接尾
辞 の間に`-er-'を挿 入 して 用 い られ るよ うにな った ことであ る。 例 えば,
もと 「上 ぐ ・暖む ・集む ・始む」の よ うに用 いていたのが現在 では,そ れぞ
れ 「上げ る ・暖め る ・集 め る ・始め る」の よ うに用 い られてい る。 しか しな
が ら 「挾む ・繋 ぐ ・くるむ」の よ うに,も とか らの形が変 らずそ の まま現在
も用 い られ てい る例 もあ る。 しか も,同 じよ うな意味で 「挾め る ・繋げ る ・
くるめ る」 も用い られてい る。つ ま り,こ れ らの動詞 は古い形 と新 ら しい形
が現在併用 され てい るわけで あ る。従 って,派 生構造 と しては別の型 にな る
BとCは 意味的特徴 の変化を中心に して検討す ると同一 のグル ープにな る可
能性 もで て くる。 以下,前 記C型 に属す ると見倣 され る動詞 で 自 ・他 の対立
が ある と考え られ るものか ら順に検討 してみ るが,す べての動詞 を検討 して
記述す るには紙数が足 りないので,特 に問題が あ るもののみを詳述 し,他 は
動詞 と用例を一 つずつ挙げ るに とどめ る。
c・ba・e+(Vr(V→a
er)
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昭+(翻コ淵(圭麓:雛:華離)
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他動詞の 「あげ る」 は古 い形 の 「あ ぐ」か ら派生 した もので,古 事記,日
本書紀に,ま た,「 あが る」は万葉 集に,そ れぞれ用例 力『み られ るところか
ら,こ れ らの動詞は 相当長い間にわたって 用い られていることになる。 以
下,順 に現在用いられてい る意味 とその用例を検討 し,自動詞 ・他動詞の対
立があると見倣 され るのは どうい う意味で用いられている場合か,を 用例に'
よって検討す るが,そ の前に,ま ず,他 動詞形のみが用い られ,対 立す る自
動詞形の用法が無い例か ら始める。(上が 自動詞,下 が他動詞,以 下同様)
くわ
1.*船に酔 ってあが る。
1'.船に酔 ってあげ る。〔吐 く,も どす〕
上例 の1の 用法が,も し,意 味 が理解で きる と した ら,そ れ はあ る コンテ ク
ス トで 〔船に酔 った状態 の まま船 か ら降 りて,陸 に移 る〕 とい う意味に理解
で きる場合であ る。 しか し,こ れ は1'の 用法 におけ る 「あげ る」.に対 立す
るものではない。
2.*結婚式があが る。
2'.結婚式 をあげる。〔行な う〕
3.*芸者が あがる。
3「.芸者 をあげる。〔呼 んで遊ぶ〕
3の用法 の場合 も1と 同様 に,あ るコンテ クス トでは用 い られ るか も しれな
いが,3'の用法に対 立 していない。
つ ぎに 自動詞形のみで,対 立す る他動詞形 の用法がない場 合をあげ る。
4.試 験場であが る。〔のぼせ て,ぽ っとな る〕
(7)*印は非文法的な文であるか,あ るいは,自動詞 ・他動詞の対立でないことを
示す.
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4'.*試験場 であげ る。
この例 の4'が前記1'の用法 と同 じで 〔吐 く,も どす 〕の 意味で 用 い られて
いるな らば文法的 であ るが・4の 「あカミる」に対立す るものではな1'・
5.階 段 をあが る。〔のぼ る〕
5',*階段をあげる。
6.雨 が あが る。〔や む,晴 れ る〕
6'.*雨をあげる。
つ ぎに 自 ・他の両形 が対 立 して用 い られ る例 を挙 げ る。各例 の表 わす意味
は 自動詞形 にのみ記 し,他 動詞形 は 〔はた らきかけ性 〕が 自動詞 形の意味 に
加わ ると理解で きるので省略す る。
7.花 火があが る。〔空中高 く移 りゆ く〕
7'.花火をあげ る。
8.足 があが る。〔上へ移動す る〕
8'.足をあげ る。
9.旗 があが る。〔かかげ られ る〕
9'.旗をあげ る。
10.物 価が あが る。〔騰貴す る〕
10'.物価 をあげる。
11.名 があが る。〔有 名にな る〕
11'.名をあげる。
12.腕 があが る。〔上達す る〕
12'.腕をあげる。
13.利 益が あが る。〔収め られ る,得 る〕
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利益 をあげ る。
月10万 円であが る。〔あ る費用ですむ〕
月10万 円であげ る。
風采 があが る。〔立派 にな る〕
風采 をあげる。
気勢 があが る。〔盛 んにな る,加 わ る〕
気勢 をあげ る。
ス ピー ドがあがる。〔増す〕
ス ピー ドをあげる。
死体があが る。〔水上,水 中か ら陸に移 る〕
死体をあげ る。
証拠 があが る。〔明 るみに で る,見 つけ られ る〕
証拠 をあげ る。
犯人があが る。〔検挙 され る〕
犯人をあげ る。
地位があが る。〔高 まる〕
地 位をあげ る。
仕事があが る。〔事 が仕 とげ られ る〕
仕事をあげ る。
娘が大学に あがる。〔入学す る〕
娘を大学に あげる。
入門編があが る。〔習い終わ る〕
入門編をあげ る。
(71)
(72) 人 文 研 究 第50輯
25.学 習効果が あが る。〔あ らわれ る〕
25'.学習効果をあげ る。
26.て んぷ らがあが る。〔熱い油で煮 られ,食 べ られ る状態にな る〕
26'.てんぷ らをあげ る。
27,燈 明が あが る。〔(神仏等 に)そ な え られ る〕
27'.燈明をあげ る。
以上 の うち 最後 の27,27脚は謙譲語 あ るいは尊 敬語 と して用 い られ る例で,
この他に 「め しあが る」(「飲食す る」の尊敬語),「す ぐお届けにあが ります」
(「行 く」 の謙譲語)な どの用 い方が あ る。 また,「 あげ る」が 自動詞 として
「潮があげ る」 〔満ちて くる〕の よ うに用 い られ る場 合 もあ る。
ところで,7,7「か ら27,27'までの用例で 自動詞 と他動詞 の意味的特徴 の
変化 の共通す る点は,他 動詞 の場合 はその語が表わ してい る意味の 〔動作 ・
作用〕 と 〔はた らきかけ性 〕で あ るが,自 動詞 の場合 は,〔はた らきかけ性〕
はな くな り,動 作 ・作用 の結果が ど うな ってい るか,と い うこと表 わ してお
り,〔動作 ・作用 〕そ の もにそ の 〔結果 〕が加わ ってい る。 つ ま り,他 動詞
を中心に考 え ると,意 味的特徴 の変化 と して
〔動作 ・作用〕+〔はた らきかけ性〕→ 〔動作 ・作用〕+〔結果 〕
とい うことにな る。 つ ぎに 上例 の7か ら27ま での 自動詞 形の意味 を検討す
ると,他 か ら 動作 ・作用 を こ うむ った その結果 と して 〔現 在 その状態 にあ
る〕とい う意 味が共通 して存在 し,〔自分でその よ うにす る〕とい う意味 を持
つ他 の 自動詞(例 えば,「 休む」「寝 る」)とは性質を異にす る。 他 か らはた
らきかけを受け る,と い う点では1種 の受身 的性質 を持つ 自動詞 といえそ う
であ る。
ところで,「あが る」「あげ る」には多 くの意味が認め られたが,こ の意味
は,「あが る」「あげ る」 の前に どの よ うな語が くるか,と い うことに よって
決 まる。つ ま り,動 詞 の意味特徴は,文 脈 におけ る格に支配 され る面が大 き
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い,と 考え られる。それ故,動 詞がどのよ うな格をどのよ うな組み合わせや
順序で受けているか,が 文脈での動詞の意味的特徴をとらえる有力な手掛 り
となる。 また,格 だけでな く,特に 「あがる」「あげる」の場合にそ うであ
ったが,そ の格にたつ名詞,あ るいは,名 詞相当語句の概念内容が動詞の意
味を規定する。従 って,そ の概念内容の問題にまで立ち入って,ど れだけの
格をとり得ることによって,ど のような意味に動詞を規定 していくか,を 検
討 していくことが必要であろ う。本来な らば,自 動詞 ・他動詞の対立がある
と見倣されるものすべてをこの ようにすべ きであ るが,そ うするには紙数が
足 りないので省略せざるを得ない。別な機会にゆずることにす る。
以下,base+(畿に属す るものを列挙 し,あ とで まとめて特徴的な ものを
検討す る。
航+(翻=言1鑑(叢)黍=1躍1:;罷婁 薯:
一+(翻 コ翻:躍 竃暑)纒霧 薯:
at・m+(翻二1器li:(雛)炎犠 薯1
蹴+儲=謙 鑑(はだかるはだける)麟 欝 薯l
h・im+(翻=器鑑 懸)難 畿
h・m+(翻二膿 と 艦:農 醜)圃 搬
h・dat+儲=蓋器盤 と(隔たる隔てる)1離腰 薯l
hi・・g+(翻コ器麗 藍(欝薯)諜 朧
hi・・m+儲=藷1;ロ(広まる広める)1慰騰
㎞㎞m+(翻=呈器;:(護蓋薯麟 霧 薯1
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㎞k+(翻=難翻(徽 慧躯)嚢雛 慧:矯
㎞n+儲 コ畿 糊(重なる重ねる)鷲 鷺
㎞…+(翻=鶴 聯(團 藷碧)圭鶉 蕩:
㎞w+(翻コ器;1,u磯 碧)鶉季霧 慧
kim+(翻=蓋器 二 鰍)嚢 養犠 薯:
㎞…+(1#に黙 課;1。u儂嚢)難犠 離 薯1
一9+(
一k+(
ar十u→magaru
er十u→mageru
ar十u→makaru
er十u→makeru
…+(翻二監瀦
(曲がる曲げ )灘 欝 薯:
(負かる負け )灘 贅奮薯1
(混ざる混ぜ )柔鶏 擁 甑
mi加k+(翻=謙鑑(量朧)菱:餐霧飛
曲k+(翻=翻濫(縫離)織;詮
一㎞m+(翻=盤 瀦(濫藷碧)農譲1謙
㎞+(翻 二::鑑鑑(鶴 碧)重1:犠薯1
一+(翻=膿;9,u綴)欝 慧曳薯1
曲m+(翻コ:盤i:儒途)撒:餐畿
sag+儲=灘(雫謁 霧濡欝 薯1
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一+(翻 コ:盤鑑(欝 薯)纒欝 薯1
曲+(翻=:器邑(雛)幕妻ヒ課
一+(翻 コ1膿1聡 碧):譲騰
…+儲=1器 藍(染まる染める)薯/r#g薯:
一w+儲 コ器課;9,u(備わる備え )震難 薯:
曲m+(翻コ:盤鑑(鑑 暑)麗享1葛薯1
伽m+(翻=1盤;罐勇薯)欝離 薯1
t・m+(翻=器鑑(灘)葵盤 織
㎞k+(翻=謙瀦(蹴 暑)炎継 存薯:
tセim+(翻=藍1器(雛暑)妻零犠 薯1
一+(翻=1器:;瑠竃途)羅鼎 禺雛諾 語
めm+(翻=膿;1(畿:簿藷鵜 欝 髭
加k+(翻=器1(離:灘離)麓 膿 存薯:
加m+(翻コ器謡(叢):量鵜 薯1
加taw+儲二1紫;9,u(伝わる伝え )麟 魔
一+(翻 ゴ器;藍(霧迭碧)魏欝畿薯:
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醸+(翻二諮 二(勤碧)叢～霊隠
um+儲コ謡1錯(埋まる埋める)窒鷹携 薯:
uw+(翻瑠;量,u(繰)藷蓼離
…m+(翻=器1;:(畿薯)離 袈;搬
ya・um+(翻コ多藍:器ロ(騰)鶴 葛薯1
ある動詞が語構成 と意味の面で 自 ・他の対立があると見倣 さるものの中に
は,そ の自動詞の意味範囲が狭 く,し かも,用 法が極度に 限定 されている
が,対 応す る他動詞はその意味範囲が広 く,用 法 も多岐にわた る例があ り,
又,こ の逆の場合 もある。例えば,前 記 「受かる」 と 「受ける」の意味を検
くの
討す ると,「受かる」は 〔試験を受けた結果 うまくい く。合格す る。〕 とい う
意味だけで,し かも,用 法もこの意味だけに限 られる。 ところが,他 動詞 と
して用い られる 「受ける」の意味は 〔他か ら来る物,加 わる作用を身に引取
る〕 ① 来 るものを取 ってささえ持つ(よ うにする)。④ うけとめる。「ボー
ルを ミットで受ける」「たれる油を受けるさら」 ◎ 授かる。「学位を受ける」
「母の血を受けて詩才がある」 ㊧ 天から授か る。「生を人の世に受ける」 ㊥
あとを継 ぐ。引き継 ぐ。「父のあ とを受けて家業に励む」 ② それに応ず る気
持で受け取 る。 ④ うけいれる。「敬礼を受ける」「受けて立つ」 ⑭ うけいれ
てそれに応ずる。「試験を受ける」 ㊨ ひきうける。「得位先の仕事を受ける」
e認 める。是認す る。rお受け します」 ㊧ 代金を払 って引き取 る。「質草を
受け出す」 ③ 作用などに身をさらす。「命令を受ける」「四面に敵を受ける」
「傷を受ける」などの意味があ り,「受かる」の意味は一つであるのに対 して
「受け る」のそれは少なとも10通りもある。本稿では上記の例の場合でも,
つまり,多 くの意味の中で,少 な くとも一つの意味,用 法が対立 している時
(8)r岩波国語辞典 』第 二版(岩 波書 店,昭 和46年)の 「受 け る」 の項 よ り抄 出.
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は一 対の 自動詞 ・他動詞 として扱 った。
「受け る」には,さ らに注意 を要す る点があ る。それ は この語は他動詞 と
して用い られ る 場合が多いが,同 じ語が 自動詞 と して 用 い られ ることが あ
る。 例えば,〔 好評を得 る〕 とい う意味で 「大衆 に受ける」な どと用 い られ
る。 この他,日 本語 の動詞 には,数 は多 くないが,同 一 の語が 自 ・他 の両方
に用 い られ る。 本稿 で 自動詞 と して 例 をあげ る 場合は,当 然の ことであ る
が,そ の動詞が 自動詞 として用 い られ る場 合の ことであ り,他 動詞の場合 も
同様 であ る。
ところで,「 受か る」 と 「受け る」の対 立で他動詞 の用法が多 く,自 動詞
の用法が限 られ てい るのは,前 記9.4.で 「いか る」 と 「いけ る」の例 で述
べた よ うに,あ る語 が 自動詞あ るいは 他動詞 の どち らか 一方 しかない 場合
に,日 常 の言語生活で 他方 を必要 とす る時,類 推 に よる 造語 の可能性があ
り,そ の方法 は語幹 を共通に して,現 存す る派生構造の型 に従 う。「受 け る」
は もと 「受 く」 とい う形であ ったが,こ の 「受 く」か ら現在 の 丁受け る」 が
派生 し,「試験を受 け る」と用 い られ る。 この用法 の場 合にのみ対応す る 自動
詞が後か ら,造 語 されたために,自 動詞 「受か る」の意味 と用法が限定 され
てい るのであ ろ う。「受か る」 は,い わゆ る,単 義語(Amonosemicword)
の例 であ るが,多 義語(Apolysemicword)の例が 「受 け る」や,前 記の
「上が る,上 げ る」 であ る。「受 く」 とい う形 で 日本書紀 や万葉 集にそ の例が
見 られ,長 い年 月の間使用が続 き,し か も,そ の間,意 味の転移(Shift),
部分転用(Partialtransfer),比喩的転用(Metaphorictransfer),提喩 的
転用(Synecdochictransfer),換喩 的転用(Metonymictransfer),具体的
転用(Reifyingtransfer)などがあ り,一 般に定着 して用 い続け られてい る
く　ラ
のが,現 在の意味 と用法 であろ う。
さて,こ の 「受か る」 と 「受け る」の意味的特徴 の変化 であ るが,「 試験
に受か る」 とい う発話 の中には,も う 「試験 を受け る」 とい う場合 の 〔受験
(9)意味の転移,部 分転用等の用語は 国広哲弥,`多義語の意味構造'『現代言語
学』(三省堂,昭和47年3月)165-179頁,を参照.
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する〕とい う動作の意味は既に無い。 「試験に受かる」 とい う場合の前提に
は 「試験を受ける」 ことは 必要であるが,「受かる」の意味に 〔受験す る〕
とい う動作はない。あるのは 「受ける」とい う動作の 〔結果〕のみと考え ら
れる。「受かる」「受ける」は自 ・他の対立がある動詞の中で意味の面では最
も有縁性の うすい例である。 この場合の意味的特徴の変化は
〔動作 〕+〔はた らきかけ性〕→ 〔結果 〕
とい うことになるであろ う。 このように 自 ・他の対立で その動詞が 表わす
〔動作 ・作用〕を中心に考えると自動詞 と他動詞の間の有縁性が問題になる。
しか し,その程度を具体的に表わすのは非常に困難であるが比較的有縁性が
こい と考 え られ るのは,前 記のbase+(畿に属す る 用例 の中で,自 動詞 の
意 味に 〔自然 とそ うな る ・～の状態にあ る〕 とい うことを含 んでい るもので
あ る。 例 えば,「 人が集 まる」 とい う場合 の 「集 まる」 の意味には 〔多 くの
人 が特定 の場所 にた くさんい る〕 とい う状態 の他に 〔多 くの人がそ こにや っ
て くる〕 とい う動作 の意味があ る。 これ を 「人を集める」 とい う場 合の 「集
め る」 の意味 と対比す ると,「集 め る」は 「集 まる」 の意味の後者,つ ま り,
「多 くの人が そ こにや って くる」に 〔はた らきかけ性〕が 加わ ってい るわけ
であ る。従 って,上 例 の 「集 まる ・集め る」 の意味的特 徴 と して両方 に共通
してあ るのは 〔多 くの人がそ こにや って くる〕 であ り,自 動詞 だけにあ るの
は 〔～の状態 にある〕つ ま り,前 述の 〔結果 〕であ り,他 動 詞のみにあ るの
は 〔はた らきかけ性〕 とい うことにな る。 この場合 も,他 動詞 を中心に考え
る と,
〔動作 〕+〔はた らきかけ性〕→ 〔動作 〕+〔結果〕
とい う意味的特徴の変化 とな り,この中の 〔動作〕が 自動詞 ・他動詞の両方
に共有 されていれば有縁性のこい対立 となる,と 考えられる。前述の用例の
うち大部分は有縁性が こく,「受かる ・受け る」は 極端な例 とみてよいであ
ろう。
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つぎに,「案内役が勤まる」「案内役を勤める」の例で,「つ とまる」の意
味に,今 まで検討 してきた自動詞の意味的特徴の他に,〔そ うす る能力をみ
ずか らのなかに包蔵 している〕 とい う意味を持 っている。つまり,別 な見方
をすれば,「つ とまる」には 〔可能〕の意味が含まれていることにな る。 そ
うでなければ,い くら 「案内役を勤めて」も 「案内役は勤まらない」 ことに
なる。 類似 した 例 として 「値段を負ける」「値段が負かる」で 「まか る」に
は 〔可能〕の意味が含まれる。 もし,そ うでなければ,い くら 「値段を負け
よう」 としても 「値段は負か らない」 ことになる。 この場合の他動詞を中心
とした意味的特徴の変化は
〔動作〕+〔はた らきかけ性〕→ 〔動作〕+〔結果〕+〔可能〕
とい うことになる。
このように,前 記の用例をひ とつずつ検討 して記述すべ きであるが,紙 数
醍 りないので,以 下は省略す る.し カ・L,今 まで述べ た ことがba・e+(91
の型 に属す る 自 ・他 の対立があ る動詞 の特徴 はつかめた もの と考 え られ る。
つ ぎに,前 述 した よ うに,他 動詞形が もとの形 のまま用 い られ ている場 合
の例 を列挙す るが,自 動詞形は`-er'が付加 され るため,い わゆ る,可 能形
と同 じ形にな る。 やは り,あ とで,特 徴的 な例 をまとめて検討す る。
B・b・・e+(款(v→の
h・g+(鯉コ躍 「u(難)翻1野
h血k+(膨コ盤 望(禦 る瑳 野霧 謄
h・d・k+(:1+uコ謹ru(劉 る)淵 薮 ゑ・
k・k+(1「+uコ1盤「u(劉る)難 麦堕
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蝋 讐 霊 鰍 拐慧る)韓鵬,・
一+(包「+uコ盤 二「u(齪る)薯蓼騨 ・
一㎞+(1「+u=器こ「u朧る)享婁綴 学
一9+(1「+u=器u螺る)鵜 喜妻欝 ・
-k+(:「+uコ監灘(1}?る)欝 雲墜
nezir+(1「+u=翻1「u(欝)耀穀E雑
ni+(;1「+uコ藍}ll)e「u(響)妻1:襟禁
・nug+(忌「 uコ器 「u(駿る)薯霧蠣 野
nuk+(二「+uコ畿 「u(裂る)老蓼禦 ゑ・
㏄+(1「+u=:;t「u(籍)欝㌘ ・
sab・k+(1「+uコ:盤1「u螺る)窩孟嶽 賂
sur+(荘コ:認u(驚 認 る)舞霧 野
叫(忌「+uコ灘(麟 る)離 魏 ゑ・
…+(1「+u=翻「u融 る)黍襟 ゑ・
脚+(1「+u=;鑑「u磯 る)農享搬 響
(未完)
